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〇
財

務

省
、
厚
生
労
働
省
、

農
林
水
産
省

一

農
林
水
産
物
及
び
食
品
の
輸

出
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第

十
五
条
第
一
項
、
第
十
六
条

第
一
項
及
び
第
十
七
条
第
一

項
の
主
務
大
臣
が
定
め
る
輸

出
先
国
を
定
め
る
件
の
一
部

を
改
正
す
る
件

一
一

五

〇
財
務
省
、
農
林
水
産
省

一
四

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公

庫
法
附
則
第
三
十
五
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
同
条
の
主
務

大
臣
の
定
め
る
利
率
を
定
め

る
等
の
件
の
一
部
を
改
正
す

る
件

一
八

三

一
五

農
業
信
用
保
証
保
険
法
第
五

十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
同
項
の
主
務
大
臣
の

定
め
る
利
息
を
定
め
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件

一
八

四

一
六

中
小
漁
業
融
資
保
証
法
第
六

十
九
条
第
一
項
の
主
務
大
臣

が
定
め
る
利
息
を
定
め
る
件

の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
八

四

〇
財

務

省
、
農
林
水
産
省
、

経
済
産
業
省

二

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公

庫
法
第
十
七
条
第
二
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
危
機
対
応
業

務
を
行
う
営
業
所
又
は
事
務

所
の
所
在
地
を
変
更
す
る
件

一
五

五

〇
財
務
省
、
経
済
産
業
省

五

外
国
為
替
取
引
等
取
扱
業
者

遵
守
基
準
を
定
め
る
省
令
第

二
条
第
一
号
イ
の
規
定
に
基

づ
き
、
主
務
大
臣
が
指
定
す

る
特
定
の
者
等
を
定
め
る
件

二
六
111

〇
国

税

庁

一
九

関
係
行
政
機
関
が
所
管
す
る

法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術

を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第

二
条
第
二
項
第
六
号
、
第
三

条
、
第
四
条
、
第
八
条
及
び

第
十
条
第
三
号
の
規
定
に
基

づ
き
、
財
務
省
が
関
係
行
政

機
関
に
属
す
る
行
政
機
関
と

し
て
所
管
す
る
法
令
の
う

ち
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
に
係
る
電
子
情
報
処
理

組
織
に
よ
る
手
続
等
を
定
め

る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
一

五

二
〇

国
税
通
則
法
施
行
規
則
第
十

五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国

税
庁
長
官
が
定
め
る
書
類
を

定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す

る
件
を
廃
止
す
る
件

三
一

二

〇
文
部
科
学
省

四
八

強
制
執
行
、
仮
差
押
え
及
び

仮
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
海
外
の
美
術
品
等
を
指

定
す
る
件

二
三
108
一
一

〇
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省

五

公
認
心
理
師
法
施
行
規
則
第

三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生

労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
基

準

一
〇
98
三
八

六

公
認
心
理
師
法
施
行
規
則
第

三
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ

き
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生

労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
基

準

一
〇
98
四
〇

七

公
認
心
理
師
法
施
行
規
則
第

三
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ

き
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生

労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
施

設
の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
〇
98
四
一

〇
文

化

庁

一
二
一
三

著
作
権
者
不
明
の
著
作
物
の

利
用
に
関
す
る
裁
定
及
び
補

償
金
の
額
を
定
め
る
件

八
95
三
〇

一
四
一
五

〃

一
七
104
五
五

一
六

特
別
名
勝
の
権
限
委
譲
の
区

域
を
指
定
す
る
件

二
五
110
二
六

〇
厚
生
労
働
省

一
八
五

医
療
法
第
四
条
の
三
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
臨
床
研
究

中
核
病
院
と
称
す
る
こ
と
を

承
認
し
た
病
院
に
つ
い
て
公

示
す
る
件

二

三

一
八
六

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則

第
一
条
の
四
の
厚
生
労
働
大

臣
が
定
め
る
日

二

三

一
八
七

消
費
税
法
施
行
令
第
十
四
条

の
三
第
五
号
の
規
定
に
基
づ

き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す

る
資
産
の
譲
渡
等
の
一
部
を

改
正
す
る
件

一
〇

三

一
八
八

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る

在
宅
就
業
支
援
団
体
が
在
宅

就
業
障
害
者
に
係
る
業
務
を

行
う
事
業
所
の
所
在
地
を
変

更
し
た
件

一
六

六

一
八
九

組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
応
用
食

品
及
び
添
加
物
の
安
全
性
審

査
の
手
続
を
経
た
物
の
公
表

を
行
う
件

一
六

六

一
九
〇

生
物
学
的
製
剤
基
準
の
一
部

を
改
正
す
る
件

二
二

二

一
九
一

令
和
五
年
産
あ
へ
ん
の
納
付

期
限
を
定
め
た
件

二
三

五

一
九
二

使
用
薬
剤
の
薬
価
（
薬
価
基

準
）
及
び
特
掲
診
療
料
の
施

設
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す

る
告
示

二
三
108
一
四

一
九
三

使
用
薬
剤
の
薬
価
（
薬
価
基

準
）
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
三
108
一
六

一
九
四

療
担
規
則
及
び
薬
担
規
則
並

び
に
療
担
基
準
に
基
づ
き
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
掲
示

事
項
等
の
一
部
を
改
正
す
る

件

二
三
108
一
八

一
九
五

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る

病
院
の
病
棟
に
お
け
る
療
養

に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定

方
法
第
一
項
第
五
号
の
規
定

に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が

別
に
定
め
る
者
の
一
部
を
改

正
す
る
件

二
三
108
二
〇

一
九
六

健
康
保
険
組
合
の
設
立
を
認

可
し
た
件

二
五

二

一
九
七

健
康
保
険
組
合
の
解
散
を
認

可
し
た
件

二
五

二

一
九
八

健
康
保
険
組
合
の
合
併
を
認

可
し
た
件

二
五

二

一
九
九

健
康
保
険
組
合
の
名
称
を
変

更
し
た
件

二
五

二

二
〇
〇

健
康
保
険
組
合
の
従
た
る
事

務
所
を
廃
止
し
た
件

二
五

三

二
〇
一

健
康
保
険
組
合
の
事
務
所
の

所
在
地
を
変
更
し
た
件

二
五

三

二
〇
二

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症

の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関

す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚

生
労
働
省
関
係
告
示
の
整
備

等
に
関
す
る
告
示

二
六
111


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